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研究成果の概要（和文）：目的；注視点分布計測の知的障害症候群の認知機能や社会性のバイオマーカーとして
の可能性を探索した。方法；注視点分布計測装置（Gazefinder）を用いて、視線計測を実施し、乳幼児発達スケ
ールKIDSの評価との関連を検討した。対象； ATR-X症候群21名、ダウン症候群31症例．結果；（1）ATR-X症候群
；注視能力は、臨床的な社会性と関連する傾向が得られた。（2）ダウン症候群；人を見る群は幾何学模様を見
る群と比較して、発達評価のうち言語理解と対成人社会性に関する発達年齢が有意に高いことが示された。結論
；視線計測が知的障害患者の言語理解や社会性の発達の評価に有用である可能性が示された。

研究成果の概要（英文）：Intoroduction; We need a method to evaluate the cognitive function of 
patients with severe intellectual disability objectively at clinical trials for new treatments. The 
aim of this study is to develope the method to evaluate the cognitive function of patients with 
genetic intellectual disabilities by Gazefinder, an all-in-one eye tracking system. Methods; Using 
Gazefinder, we analyzed the eye gazing pattern of 21 ATR-X patients and 31 Down syndrome patients. 
And evaluate the relationship between their eye gaze patterns and the score of KIDS, Kinder Infant 
Development Scale. Results; for ATR-X syndrome patients, there seemed a tendency of positive 
correlation between their social function and gazing ability. For Down syndrome, the patients who 
look at people more than at geometric pattern showed higher score at language comprehension and 
sociality ability. Conclusion; our data suggest that the eye gazing pattern can correlate with the 
language comprehension and sociality ability.

研究分野： 小児神経学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
特に重度知的障害を持つお子さんに対して、認知機能や社会性を改善させる治療薬の治験や臨床研究を行う際の
評価は、従来の評価方法で行うことは難しい。そこで、我々は、注視点分布計測装置（Gazefinder）を用いて、
視線計測が知的障害患者の言語理解や社会性の発達の評価に有用である可能性を示した。有意語の獲得がなく、
コミュニケーションが難しい知的障害を持つ子どもたちの教育ツールの開発や、その効果の評価に視線計測は有
用であることが期待される。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

治験や臨床研究における新しく薬剤の効果の評価において、被験者の臨床症状の客観的、定

量的かつ非侵襲的な評価方法が望まれる。しかし、既存の発達検査や心理検査で、特に重度知

的障害をもつ小児や重症心身障害児（者）に対して、認知機能や社会性を評価することは難し

い。近年、日本で視線計測装置（Gazefinder）が開発され、乳幼児健診における発達障害の早

期診断有用性や報告されている。しかし、視線計測装置（Gazefinder）により、知的障害を主

症状とする小児の認知機能や社会性を評価する研究は見当たらない。 

 
２．研究の目的 

本研究の目的は、知的障害や自閉症様症状を呈する患者に対して、視線計測装置

（Gazefinder）を用いた注視点分布計測の、認知機能や社会性を評価するバイオマーカーとし

ての可能性を探索することである。 

本研究では、知的障害の患者の注視点分布を客観的かつ定量的に評価することにより、①原

因不明の知的障害患者を再分類、②同じ症候群の患者を再分類することにより遺伝子変異と臨

床症状との関連を再評価、③同一患者における社会性の発達の経時的評価、そして、④ 開発さ

れた治療法による治験や臨床研究に際して、認知機能あるいは社会性の発達に対する有効性を

評価するバイオマーカーとしての可能性、が期待される。 

 
３．研究の方法 
 
方法 

視線計測装置（Gazefinder）を用いて、既報の研究において信頼性が確認された５種類の視

覚刺激画像（人物画像や幾何学的模様の静止画や動画などの約２分間の映像のプログラム「か

おTV」）を被験者にを見せ、被験者の注視点計測を行い、視線に関するデータ（視線取得時

間、視線位置、視線取得率）を取得し統計的解析を行った（図１）。 

 

（図１） 

 

「かおTV」は、本装置で子どもの視線を計測して、社会性の発達状態を確認するために、「大

阪大学大学院 大阪大学・金沢大学・浜松医科大学・千葉大学・福井大学連合小



児発達学研究科」、「公益社団法人 子どもの発達科学研究所」、および株式会

社JVCケンウッドによって協同で開発されたプログラムである。 

発達に関するデータは乳幼児発達スケールKIDSにより発達年齢を評価した。 

視機能計測装置(Spotvision)を用いて、視力、斜視の有無を確認した。 

 

対象 

（1） ATR-X症候群21名 4ヵ月～21歳  （2） ダウン症候群31症例  6ヵ月～ 3歳11ヵ月  

 
４．研究成果 
 

（１） ATR-X症候群   

計測結果は、計測実施場所の環境や被験者の健康状態に影響を受けやすいことが示された。

注視点分布計測において、視覚刺激画像に対しての注視能力は、臨床的な社会性と関連する傾

向が得られた。これは、視機能計測装置（Spotvision）の解析の実施可否と相関する傾向があ

った。 

特に知的障害の重症度の高い３症例に対しては、Spotvisionによる視力測定は困難であり、

Gazefinderによる視線計測も、 5点計測キャリブレーション の段階で測定が困難であり、十分

なデータを獲得することが出来なかった。 

 

（２） ダウン症候群 

 90%以上の症例で、Spotvision、およびGazefinderでのデータ収集が可能であった。KIDS(乳幼

児発達スケール)による発達度と関連する傾向を認め、人を見る群では、幾何学模様を見る群と

比較して、発達評価のうちの言語理解と対成人社会性に関する発達年齢が有意に高いことが示

された。（図2） 

 

(図２) 

 

結論 本研究の成果として、視線計測装置を用いた注視点計測計測が、知的障害のある小児

の言語理解や対成人社会性の評価としてのバイオマーカーになる可能性が示された。本研究

は、知的障害症候群の患者に対する客観的かつ非侵襲的な認知機能あるいは社会性の評価方法

として、幅広い領域での応用の可能性が期待される。 
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